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一 

 



 

川
崎
物
産
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
横
田
修
治
）
は
、
昭
和
二
十
七
年
水
戸
市
三
ノ
丸
一
―
四
―
七
に
設
立
さ 

 
 

れ
、
業
務
内
容
、
業
績
の
拡
大
に
伴
い
漸
次
営
業
部
門
ご
と
に
子
会
社
を
設
立
し
、
飼
料
、
貴
金
属
、
石
油
及
び 

 
 

 

燃
料
、
衣
類
、
生
活
用
品
等
を
輸
入
販
売
し
て
い
る
商
社
で
、
昭
和
五
十
五
年
度
決
算
は
約
八
〇
億
円
と
報
告
さ 

 
 

れ
て
お
り
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
八
日
現
在
一
四
七
名
の
社
員
が
勤
務
し
、
労
働
組
合
は
未
結
成
で
あ
る
。 

川
崎
物
産
株
式
会
社
は
昭
和
五
十
一
年
度
、
五
十
三
年
度
、
五
十
五
年
度
と
隔
年
の
社
員
の
賞
与
支
払
い
に
際 

 
 

し
、
実
際
に
支
払
つ
た
支
給
額
の
倍
額
の
賞
与
を
支
給
し
た
旨
、
虚
偽
の
法
人
税
申
告
を
し
た
。
こ
の
た
め
社
員 

 
 

は
、
地
方
税
等
の
税
負
担
を
強
い
ら
れ
損
害
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。 

一
例
を
挙
げ
る
と
、
青
柳
弘
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
実
際
の
所
得
三
〇
八
万
三
、
〇
三
八
円
で
あ
る
に
も
か 

 
 

か
わ
ら
ず
、
会
社
は
、
三
九
三
万
三
、
〇
三
八
円
の
所
得
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
一
六
万
四
、
二
〇
〇
円
の
所
得
税 

 
 

 
川
崎
物
産
株
式
会
社
の
税
法
違
反
・
労
働
基
準
法
違
反
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

と
一
一
万
五
、
七
八
〇
円
の
地
方
税
を
納
付
し
た
。
し
か
し
、
実
際
の
所
得
に
対
す
る
真
の
税
額
は
所
得
税
七
万 

 
 

八
、
六
〇
〇
円
、
地
方
税
五
万
六
、
五
四
〇
円
で
よ
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
右
所
得
税
の
差
額
中
五
万
一
、
〇
〇
〇 

 

円
は
会
社
が
支
払
つ
た
も
の
の
、
所
得
税
の
残
差
額
三
万
四
、
六
〇
〇
円
及
び
地
方
税
差
額
五
万
九
、
二
四
〇
円 

 
 

は
青
柳
弘
が
支
払
つ
て
い
る
。
同
様
に
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
実
際
の
所
得
は
三
七
四
万
四
、
七
九
四
円
で
あ
る 

 
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
は
四
二
九
万
八
、
一
七
〇
円
の
所
得
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
申
告
し
た
た
め
、
一
八
万 

 
 

一
、
七
〇
〇
円
の
所
得
税
と
一
三
万
八
、
三
三
〇
円
の
地
方
税
を
納
付
し
た
が
、
実
際
の
所
得
に
対
す
る
真
の
税
額 

 

は
所
得
税
一
二
万
一
、
八
〇
〇
円
、
地
方
税
九
万
一
、
二
八
〇
円
で
よ
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
所
得
税
の
差
額
中 

 
 

四
万
六
、
七
〇
〇
円
は
会
社
が
支
払
つ
た
も
の
の
、
所
得
税
の
残
差
額
一
万
三
、
二
〇
〇
円
及
び
地
方
税
差
額
四
万 

 
 

七
、
〇
五
〇
円
は
青
柳
弘
が
支
払
つ
た
。 

ま
た
、
川
崎
物
産
株
式
会
社
の
社
員
は
慰
安
旅
行
費
と
し
て
給
与
の
二
％
を
積
み
立
て
て
お
り
、
実
際
に
実
施 

 
 

さ
れ
た
旅
行
も
積
立
金
で
賄
つ
て
い
る
。
し
か
し
会
社
は
、
社
員
の
慰
安
旅
行
費
と
い
う
名
目
で
中
小
企
業
が
生 

 
 

四 

 



 

き
残
る
た
め
に
必
要
な
交
際
費
を
捻
出
し
て
い
る
（
八
月
二
日
横
田
取
締
役
談
）
。
さ
ら
に
、
川
崎
物
産
株
式
会
社 

 
 

の
慰
安
旅
行
は
香
港
方
面
に
行
わ
れ
、
そ
の
帰
途
、
社
員
一
人
に
二
〇
本
以
上
の
高
価
な
洋
酒
を
持
ち
帰
ら
せ
、 

 
 

会
社
の
倉
庫
に
集
め
、
処
理
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
が
税
務
当
局
に
発
覚
し
、
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
と
こ
ろ
、
会
社
は
、
発
覚
し
た
原
因
を
前
記
の 

 
 

青
柳
弘
（
勤
続
一
五
年
八
ヵ
月
）
、
島
田
俊
男
（
勤
続
一
九
年
六
ヵ
月
）
ら
の
投
書
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
五
十 

 
 

六
年
六
月
二
十
六
日
付
配
置
転
換
と
解
雇
を
言
い
渡
し
た
。 

な
お
、
給
与
の
未
払
い
、
退
職
金
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
八
日
水
戸
地
方
裁
判
所
及 

 
 

び
水
戸
警
察
署
に
提
訴
・
告
発
し
て
い
る
。 

一 

こ
の
脱
税
が
投
書
に
よ
り
発
覚
し
た
と
し
（
下
館
税
務
署
長
、
特
別
国
税
調
査
官
は
、
投
書
に
よ
る
も
の
で 

 
 

は
な
く
自
主
的
に
実
施
し
た
と
七
月
二
十
一
日
の
私
の
調
査
で
は
回
答
し
て
い
る
。
）
、
善
良
な
社
員
に
疑
い
を 

 
 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

 

六 

か
け
、
突
然
解
雇
し
た
こ
と
は
基
本
的
人
権
の
じ
ゆ
う
り
ん
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
一
四
七
名
が 

 
 

働
く
職
場
に
労
働
組
合
を
作
ろ
う
と
す
る
責
任
者
を
常
に
解
雇
し
、
弾
圧
を
加
え
て
い
る
の
は
労
働
基
準
法
に 

 
 

違
反
す
る
と
思
う
が
、
実
態
は
ど
う
か
。 

二 

賞
与
支
給
額
の
虚
偽
申
告
は
、
法
人
税
法
・
所
得
税
法
違
反
、
印
鑑
の
無
断
使
用
違
反
と
思
わ
れ
る
が
ど
う 

 
 

か
。 

三 

慰
安
旅
行
費
と
い
う
名
目
で
交
際
費
を
捻
出
し
た
こ
と
は
、
税
務
署
の
指
導
に
よ
る
も
の
と
の
会
社
の
話
だ 

 

が
、
税
務
署
は
ど
ん
な
税
法
の
何
条
に
よ
る
も
の
か
、
明
示
さ
れ
た
い
。 

四 

社
員
に
洋
酒
を
持
ち
帰
ら
せ
、
会
社
で
処
理
し
て
い
る
こ
と
は
関
税
法
違
反
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
。
な
ら 

 
 

な
い
と
し
た
ら
そ
の
法
的
根
拠
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


